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第 2学 年 3組  算 数科学習指導案
授業者 

平成 21年 11月 6日 (金) 2校 時

2年 3組  各 教室

か け 算二 (1 )

4 単 元目標
・かけ算の意味を理解し, 5, 2, 3,4の 段のかけ算を構成し,九 九を唱えたり

それを適用したりできる。

5,単 元について

(1)テ ーマとのかかわりについて

研究テーマ 「わかる算数 ・楽しい授業」 ～自分なりの考えを持たせるための手立てを探る

研究を進めるにあた り1低 学年では,問 題を解決 していくための手立てを自分なりに考える力が大

切であると考えている。問題をとらえ,自 分なりの考えを持ち,そ れを深めていくことが,わ かる 。

楽 しいにつながっていくと考えたからである。

低学年ブロックでは,そ のための手だてを2つ 考えた。 1つ めが,操 作的な活動場面を多くするこ

と。 ?つ めが,わ かったことを自分なりの手段で表現することである。

操作的な活動では,絵 カー ドや 100玉 そろばんをの活用をしてきた。絵カー ドを使 うことで,イ

メTジ をもちやすくする。 100玉 を動かしていくことで,気 づきが生まれてくる。その活動時間を

しつか り保障 していきたい。また,ノ ー ト指導をしていくなかで,絵 や図で自分の考えを表現する方

法を学び,自 分なりの方法でわかったことをみんなに発表できるように育てていきたいと思 う。

かけ算は, 2年 生になって初めて出会 うものだが,子 どもたちが楽 しみにしている学習の一つであ

る。夏休みが過ぎると 「先生,僕 , 2の 段言えるよ。J「わたし, 5の 段まで覚えたよ。」 とい う声が

聞かれ,家 庭でも九九の暗唱への意識が高いことがわかる。

しか し,そ の一方で,軽 ん じられているのがかけ算の意味である。 「2X5」 と 「5× 2」 を意味

の上でもイコール と考えている人が多い。「①のまとまりが△つぶん」=① X△ となることをしっか

り理解 させるために,100玉 そろばんを有効に活用 していきたい。①×△を (ブロックの代わ りに)

あらわした り, 2の 段の九九を唱える時に, 2個 ずつ玉を動かすことでイメージを持たせた りする。

また,立 式の際,絵 や図で表すことで,基 準量 (①)を 見`つけ,か けられる数 とかえる数を混同じ

ないようにしていきたい。絵や図に表すことが,説 明をしていく前段階となり,自 分な りの考えを持

つことにつながっていくと思 う。

九九を構成 していく上で,い ろいろなきまりがかくれている。かけ算の意味に着 目させながら,気

づかせていきたい。
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(2)算 数の特性 と単元のかかわりについて

算数の特性  「感覚を豊かにし,発 想を広げる」「達成感を味わ う (楽しむ)こ とができる」

低学年ブロックでは,上 記の特性を意識 した時の子 どもたちの具体的な姿と手立てを以下のような琴

を中心に考えていこうとなり,本 時の活動に取 り入れていく。

具体的な姿 (声),視 点 手立て

感党を豊かにし,発 想を広げる
。自分なりにイメージを持ち,

問題を解決しようとする。

生活経験や既習事項を生かした場を設定する。

算数的活動 (操作活動)を 取り入れる。

問題の提示を工夫する。

達成感 を味わ う (楽しむ)こ とができる

。できた喜びを感 じることができる。

操作活動を繰 り返すことによって,定 着を図る。

ヒン トや発間の出し方を工夫する。 イ
r

① 10o玉 そ ろ ば ん を活 用 す る こ とに よ っ て ,「 ① ず つ の ま とま りが △ つ 分 」 とい

う具 体 的 な イ メ ー ジ を持 つ こ とが で き る よ うにす る。

○ 絵 や 図 を か く こ とで ,問 題 場 面 の イ メニ ジ を 自分 な りに持 つ こ とが で き る よ うに

す る。

① 2の 段 の 九 九 で は , 3の 段 の 九 九 で は ・ ・と繰 り返 し)き ま りを 見 つ け て い く こ

とで ,子 ど もた ち の 見 方 を 引 き 出 して い く。

6,  単 元 計 画 (19時 間扱 い )

時 主 な 学 習 過 程 指 導 の観 点 と留 意 点

1

りん ごや お まん じゅ うは,な ん こあ るか な。

なにが一番 多 いか な ?

Cり ん ごか な ?

Cば らば ら じゃ わ か らな い。 きれ い に 並 べ る。

Cり ん ご は 15こ だ。

C3こ が 5個 分

T式 で あ らわ す と ど うな るか な ?

C 3 + 3 + 3 + 3 = 1 2

T算 数 で は こ の 式 を 短 くす る 魔 法 の 記 号 が あ る

ん だ よ。 X(か け る )と 言 い ま す

3の 4つ 分 の こ と を 3× 4と 書 き ま す 。

Xの 書 き 方 を 空 書 で 練 習 。

T他 のおやつ も×を使 つてあらわ してみま しょ う。

C 2× 5 5 X 3  4× 3

T  Xを 使 つ た 式 の こ と を か け 算 と言 い ま す 。

絵 カ ー ドを ラ ン ダ ム に 黒 板

ヤこは る。               |

ケ ー キ 2こ 入 りが 5箱

リン ゴ 3こ が 5皿 分

お ま ん じゅ う 4こ が 3箱

あ め 5個 入 りの 瓶 が 3個

・「× (か け る )」 は ,△ 回 足

す と い う意 味 がヽ あ る こ と を 知

らせ ,そ の 便 利 さ に 気 づ か せ

る。

2 P,2～3の 挿 絵 を も とに想 像 を

膨 らませ る。
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C  ジ ェ ッ トコエ ス ター を調 べ た い な。

T 10 ! 0玉 そ ろ ば ん で 操 作 して み よ う。

C 5人 1乗りで 3台 だ ね 。

T 5と 5と 5で 何 人 か な。 (5+5 + 5 )

C  か け 算 で か け そ うだ よ 。 5を 3回 足 す か ら

5X3だ よ。

以 下 ;ゴ ー カ エ ト ・ボ ー ト ・コ ー ヒー カ ップ

・モ観 覧 車 を 同様 にや る。

C観 覧 車 は ど うや る の か な 。 人 数 が ば らば らで

か け算 で は で き な い な。

100玉 そ ろばん を

使 って操 作す る。

・か け 算 で 表 せ そ う な こ と に

気 づ く。

・ば らば らの 数 だ とか け 算 の

式 で は な く,た し算 の 式 で

あ らわす こ とに気 づ く。

3

お ま ん じ ゅ うは 1箱 に 4個 ず つ 入 っ て い ま

す 。 3箱 で は何 個 あ ります か 。  :

C お まん じゆ うが 4つ ず つだ か ら 4× 3と

Cた し算 の式 にす る と 4+4+4=12。

C 答 えは 12こ 。   1

イ メ ー ジ を 持 た せ る た め に

絵 カ ー ドを提 示 す る。

「〇ず つ の ま とま りが △つ ぶ

ん」 を押 さえ る。

ノー トの書 き方 を指 導す る。

4

長 さが 6cmの お もちやの電車があ りま

す。 2つ 分の長 さは何 cmに なりますか。

T 6 c mの 2つ 分 を 6c理 の 2倍 とい い ま す 。

6cmの 2倍 は 何 c中 に な る か な ?

C 6 + oで 12 ! c mだ 。

C6× 2で か け 算 で も で き る よ。

T6c mの 3倍 は ?。

C6× 3= 1 8  1  8 c m

C  練 習 問 題 を や る。        モ

・実 際 に 6cmの 長 さの 線 を

ノー トにひ かせ る。

・倍 とい う言 葉 は ,普 段 使 ?

て い る 人 も い る の で 意 見 を 聞

く。

・基 準 の 長 さ と比 べ て , 2つ

分 で あ る こ とを確 認 す る。

5

6

7 T フ ラ フー プ の ジ ェ ッ トコー ス ター にの つてみ

よ う。 1つ の 中 に 5人 の る よ。 1台 で は。

C l台 な ら 5人 だ よ。

T 5人 ずつ が 1台 だ か ら 5Xlで あ らわす よ。

C 2台 な ら 5× 2。 5+5で 10人 。

T 3台 な ら ・・

この 5ず つ の か け算 の こ とを 5の 段 の か け算

とい います。

フ ラフー プ を用 意 す る。

「○ず つ の ま とま りが △ こ」

とい う考 え方 を押 さえ る。

5の 段 のか け算 の 表 を 黒 板

に作 つて い く。

1台 ず つ 増 や す と 5人 ず つ

増 え ると

九 九 の 言 い 方 に慣 れ 暗 唱 す

る。
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T声 に出 して練習 してみま しょ う。   !

① 100だ まそ ろばん を動 か しなが ら,

5の 段 の九 九 を 唱 える。

① 5の 段 の九九の暗唱 をす る。

個人の実力に応 じて 3つ の コー スを用意す る。

がんば リコすス (上 りの九九)

す いす い コー ス (下 りの九 九 ・適用題 )

チャレンシ コ`ー ス (ラ ンダム ・問題 作 りな ど)

① ドリル ,習 熟プ リン ト。        |

○ 九 九 カ ー ド作 り

玉 を動 かす こ とで ,① ず つ

の まと ま りを意識 させ る。

・f家庭 に 協 力 を 求 め て ,九 九

の 暗 唱 の 手 助 け とす る。 暗 唱

が で きた 人 に は ,認 定 証 を 渡

して励 み にす る。 (1-9の 段

まで 同様 に行 う)

８

　

９ ～ 2の 段 ～

10

11 ～ 3の 段 ～

12

13 ～ 4の 段 宇

14

本

時

2・ 3・ 5の 段 の きま りをみつ け よ うも

T 3の 段 の き ま りを 思 い 出 そ う。

C答 えが 3つ ず っ増 えて、い く。

T 2の 段 の きま りをみつ け よ う
フ
。

C 2つ ず つ 増 えて い く。

T 5の 段 の きま りをみつ け よ う。

C 5ず つ増 えて い く。

T 2,3,5の 段 を見 て きま りを見つ け よ う。

C 答 えが 同 じか け算 が あ る。

・児 童 の 方 か ら気 が つ か な い

場 合 は ,ヒ ン トを 与 え て 気

づ く よ うに して い く。

15

T 式 をたててみ よう。。

C  4× 5 = 2 0。

C  5× 4 = 2 0。         |【

T 問 題 の絵 をか いてみ よ う。

4× 5, 5× 4の どっちにな るか な!?。

C箱 は 4つ あ る よ。

C こ の問題 は 5個 ずつ だか ら 5× 4だ よ。

・「い くつ 分 」 の 量 が 先 に 示 さ

れ た 問題 に慣 れ る。   i

・立 式 の 順 番 を 間 違 え や す い

の で ,絵 や 図 を か い て 意 味

を と らえ させ る。
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以 下 ,練 習 問 題 。
玄

Ｕ

　

　

　

・

　

　

　

字

′

2・ 3・ 4・ 5の 段 を使 つ て ,

か け算 の 問題 を作 ろ う。

これ か ら,か け算 カ ー ドを 1枚 あ げ ま す 。

そ の 式 を使 つ て 問 題 を 作 りま し ょ う。

キ ャ ン デ ィー が 3個 ず つ 袋 に入 つ て い ま す 。

5袋 で は 何 個 に な りま す か 。

筆 箱 に鉛 筆 が 5本 ず つ 入 つ て い ます 。

筆 箱 が 2つ で は鉛 筆 は 何 本 に な りま す か 。

た く さん 問 題 を 作 つ て カ ー ドに 書 き ま し ょ

つ 。

班 ご とに問題 を出 し合お うと

2345の 段 の か け 算 カ ー

ドを用意 す る。   |

ヒ ン トに な る 図 や 絵 が 描 い

て あ る カ ー ドも用 意 す る。

問 題 作 りの プ リン トを 用 意

す る。

問 題 の 中 に 図 を 描 く よ うに

させ ,「 ○ ず つ の ま とま りが

△ つ ぶ ん 」 とい う捉 え 方 が

で き る よ うにす る。

18

19

か け 算 の 習 熟

P.19～23

ド リル ,練 習 プ リ ン ト

机 間 指 導 を行 う。
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7, 本 時について

(1)本 時の 目標

(2)本 時 の展 開

指導者    

2)3, 5の 段の九九か ら,き ま りをみつけることが|できる。

学 習 過 程 (教 師 の 発 問 :Tと 児 童 の反 応 :C) 支 援 や 留 意 点

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

3 ,  5の 段 の サし九 を 唱 え る 。

3の 段 のか け算 九 九 には, どん な き ま りが

あ った で しょ う。

答 え が 3ず つ 増 え る。

上 の答 え と下 の 答 え をたす と 30に な る。

1の 位 に 1か ら 9ま で の数 が あ ると

10の 位 は 0,0,0,1,1,1,2,2,2に な る。

同 じよ うに 2の 段 に き ま りはな いだ ろ うか。

答 え が 2ず つ 増 え る 。

答 え が 2と び の 数 に な る。

上 と 下 の 答 え を た す と 20に な る。

1の 位 が 2,4, 6 , 8 , 0の 繰 り返 しに な る 。

10の 位 が 0と 1で あ る 。

同 じ よ うに 5の 段 につ い て も 考 え よ う。

答 えが 5ず つ 増 え る。

答 えが 5と び の数 に な る。

上 と下 の 答 え を た す と 50に な る

1の 位 が 5,0の 繰 り返 しに な る。

10の 位1が 0,1,1,2,2,3,3,4 4で あ る。

2, 3, 5の 段 の 九 九 を 見 て ,き ま りを

み つ け よ う。

5× 3と 3× 5の 答 えが 同 じに な る。

ひ つ く りか え して も答 え は 同 じだ よ。

2X3と 3× 2の 答 え も同 じに な る。

なぜ 同 じに な る ん だ ろ う。‐

5つ ず つ 並 ん で い る の が 3列 あ る。

見 方 を変 え る と 3つ ず つ 並 ん で い るの が 5列 あ

る。 だ か ら, 5× 3と 3× 5の 答 え は 同 じ。

別 の 図 を使 っ て確 か め てみ よ う。

2× 5 = 5× 2

2の 段 の 答 え と 3の 段 の 答 え を た す と 5の 段 の

答 え に な る よ。

本 当 だ。 な ぜ だ ろ う。

2× 5の 図 と 3× 5の 図 を並 べ て お い て み る

と ・ ・

5X5に な る。 わ か つ た ぞ。

100玉 そ ろ ば ん をで確 か め て み よ う。

Ｃ

　

Ｔ

Ｃ

　

Ｃ

3の 段 の 九 九 を提 示 す る。

10の 位 や 1の 位 に も 目 を

向 け させ る よ うにす る。

2の 段 の 九 九 を提 示 す る。

児 童 か ら意 見 が 出 な い 場 合

は ,3の 段 の き ま り と対 応

させ な が ら考 え させ る。

か け られ る数 と か け る数 を

か え て も答 え は 同 じ に な る

例 を他 に も見 つ け させ る。

児 童 の 考 え が ま と ま ら な い

時 は 5X3の ド ッ ト図 を 提

示 す る。

・き ま りが な か な か 出 な い 時

は,こ ち らか ら提 示 して い く。

・思 い つ か な い 時 は ,ヒ ン ト

にな る よ うな図 を提 示 す る。
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

Ｃ

Ｔ

【本時の評価】

・九九を見ていろいろなきまりを見つけようとしたか。
・きまりを自分の言葉で伝えようとしたか。

(3)授 業記録

100玉 そろばんを動か しながら九九を唱える。

2の 段, 3の 段,4の 段, 5の段

2の 段のきまりをみつけよう。

2の 段の答えが, 2,4, 6, 8, 10に なつている。

1の位が 2, 4, 6, 8と 繰 り返すと

×5か ら全部 10が ある。

上 (2Xl)と 下 (2X9)を たす と20に なると

3の 段では ?

30に なつた。

2の 段は 2X10だ から20な んだよ。

5の 段のきまりをみつけよう。

5と 45で 50,15と 35で 50に なる。

かける数の上と下をたすと10に なる。だから50。

5(5× 1)と 40(5X8)を たすと45(5× 9)に 1なる。

なぜだろう?

わからない

ヒン トの提示。

100玉 そろばんで

2, 3回  操 作する。

わかった。 5X9が ある。

5X2と 5X7で もやってみよう。

板書 5

5

2と 7で 9だ 。 5× 9 = 4 5

2, 3, 5の 段のきまりをみつけよう。

T こ の間, 3の 段のきまりをみつけた時に 「3X5と 5X3の 答えが同じになると」とい うのが

出てきたね。

C 式 が反対だ。

C 数 字が反対だ。

C か けられる数 とかける数が反対になっている。

C 2× 3と 3× 2で も答えが同じだ。

T ど うして同じになるのかな。そのわけを考えてみよう。

C 6X3=18と 3X6=18で 答えは同じになるけど,わ けは分からない。難 しい。

X 2 = 1

× 7 = 3

０

　

５Ｔ
　
Ｃ
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T 100玉 そろばんを使って,答 えが同じになるわけを考えてみようも

3× 5を 100玉 そろばんであらわしてみよう。

C

C

C

5が 3つ ある。

た しかにある

黒板 に出てきて み つけた 5を

指でなぞる。 1列 目の 3と 2列 の 2

T ぱ つと見て 5っ てわからないね。 3× 5は , 3, 3, 3, 3, 3。 3が 5つ 分だつたね。

C 黒 板に出てきて横 1列 の 5を 指さす。

C あ つほんとだ。 5が あった。

T じ ゃあ,今 度は 5X3も 作つてみよう。

C 今 度は 3X5が あるよ。だから3× 5と 5本 3の 答えは同じなんだ。     ″

T 他 にも同じ答えになるのはないかな。

C 2X5=10 と  5× 2=10

C 2X3=6 と  3× 2=6全 部,数 字が反対だ。      |

T

C

C

C

T

C

T

5の 段の 5× 4の 答えをかくして,こ の答えを忘れたらどうしますか。

5× 3の 答えに 5を たす。

5, 10, 15っ て 5個 ずつ増えていくので, 5+5+5+5を する。

5× 5の 答えから5を ひく。

あと一つ ?

4× 5を 思い出す。

今 日,勉 強 したことを使えたね。

ヒン トをあげるから,も う一つ と っておきのきまりをみつけよう。

2の 段の答 えと3の 段の答えと5の 段の答えの部分を指 さす。

2の だん

2× 1 =  2

2 X 2 =  4

3の だん

3文 1 =  3

3 X 2 =  6

5の だん

5X l =  5

5 X l = 1 0

2の だん

2X l = 2

2 X 2 = 4

C 2と 3を たすと5に なる。

答えをくっつけるとわかりやすいよ。

4(2× 2)と  6(3× 2)を たして 10。

18(2X9)と 27(3X9)を たして45。

出てきたことを板書する。

9が 同じだ。

８

　

７

Ｔ

　

Ｃ

2 X 9 = 1

3 X 9 = 2

く

く

く

く

く

く

Ｄ

≫

＞

黛

じ

勲

じ

≫
＞
≫
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Ｔ

Ｃ

Ｃ

Ｔ

T な ぜだろうと 100玉 そろばんを使って,考 えてみよ

2 X 9を 作 らせ る。

その下に少 し間を開けて

3× 9を 作 らせ る。

5X9は , どこかにないかな?

上の玉と下の玉をがつちゃんすると5× 9に なる。

あっほんとだ。 5X9に なる。

2, 3回 操作する。

だから2× 9の 答えと3× 9の 答えを合わせると, 5× 9の 答えになるんだね。

今 日はきま りをいつぱいみつけて,そ のわけも考えたね。

8 授 業を振 り返つて

かけ算の学習の中で)百 玉そろばんを用いた。

まず始めに,九 九を唱える時に利用 した。何の段であるか,い くつずつ増えていくかをそろばんの

珠をはじくことで,意 識 させ ることができたと思 う。

こ=の授業では,か け算のきま りを見つけることがメインである。ただ見つけるだけでなく,理 由に

も気がつくことができたらいいと思 う。

3の 段の九九を学習 した際に,き まりについて少 し学習 していたため, 2の 段, 5の 段については

考えやすかったように思 う。だが,思 いもよらない子 どもの考えも出てきた。 5の 段の上 (5× 1)

と下 (5X9)の 答えを合わせると50に なるとい うのは, 3の 段や 2の 段でも出たきまりなので,

比較的出やすい。が, 5X9を のぞき, 5Xlと 5X8の 答えをたす と45(5× 9の 答え)に なる

とい う発想には驚かされた。その理由を考えるのは 2年 生では難 しい。そこで,理 由を考える時に,

百玉そろばんを用いた。みんなで同じ操作をしていくことで,考 えを整理 していくことができた。

また,視 覚に訴えることで,「ああそ うか,わ かつた。」と納得する声があちこちから聞かれた。

「5X9が ある。」とい う声があがった。そのつぶやきを利用 して,掲 示用のそろばんなどで,説 明を

加えさせると,話 す力を伸ばしてい
｀
くチャンスになつたんだと思 う。

交換の法則 (5× 3=3X5)に ついては, 3の 段のきまりをみつける時に,何 人かが気がつき発

表 した。なぜ同じになるのとい う理由の部分で,子 どもたちは戸惑っていた。

今回は 5X3=3X5に 着 目し,百 玉そろばんであらわ してみた。縦軸では 3つ ずつおいてある玉

も,横 に見てみると5つ ずつになることにす ぐ気がついた。説明もスムーズにできた。

最後に, 5の 段の答えは, 2の 段 と3の 段の答えを合わせた数になるとい うのを取 り上げた。九九

表を提示することですぐに気がついた。理由につし
'ヽ
ては百玉そろばんを使 うことです ぐ理解 した。時

間の少ない中で有効な方法ではあつたように思 う。        '

かけ算とい うとどうしても具体物をあげていくのは難 しい。特に後半になると九九の暗唱に追われ

がちになる。おはじきなどを使つても,ば らばらになりやすいため子どもたちの注意も散漫になって

しまう。その点,百 玉そろばんは)100ま で玉があること,か け算の意味がとらえやすいことなど

の点から有効である。
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